










 

研究目的: 

先天股脱は人種により発生頻度に差があり,日本は発生頻度の高い国に属する。

これは人種の差というよりも,乳児期の股関節の扱い方によるもので,新生児期,

乳児期になるべく股関節に負担のかからない肢位をたもたせれば,その頻度を

へらすことができると考えられる(資料 1)。このためには,新生児期・乳児期の

股関節の異常を早期発見するために,適切な健診システムと診断手技,診断基準

が必要であり,また,新生児期,乳児期の股関節を保護するための注意を一般に

普及させることが重要である。 

本研究は,上記についての具体的な方法論を得るごとを目的としている。 


